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竹切物語 やますが綴る新たな物語  

- 千葉の竹林と共生する、持続可能な美味の創造 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉の「食」のお土産を中心に、3000 品を超える商品の製造・流通・店舗運営を手掛ける株式会社やます（千葉

県市原市 代表取締役 諏訪聖二）は、4 月 22 日より千葉県産のメンマ【竹切物語】作りがスタートします。 

千葉県は関東地方で最も広大な竹林を抱える地域として知られ、その美しい自然は多くの人々を魅了してきまし

た。しかし、その裏で竹林が災害時の倒木の危険や、イノシシを含む野生動物の生息地となり、地域に獣害をもた

らす問題も抱えています。このような状況に対処するため、１年を通して竹林整備が行われています。6年前からこ

の竹林整備に食べるという切り口で協力させていただいており今年も 4 月 22 日より千葉県産のメンマ作りがスター

トします。 

このプロジェクト「食べる竹林整備」では、成長過ぎた筍を伐採し、その筍を用いて高品質のメンマを製造しま

す。2023 年は約 30 トンの竹を伐採し、塩漬けからメンマへと加工しました。メンマになるのはそのうちに 5 トン

弱ですがやますは、このプロジェクトを通じて、竹林の適切な管理を促進し、災害リスクの軽減及び野生動物によ

る獣害の防止に貢献します。 

プロジェクトの特徴 

環境保全: 適切な竹林管理により、災害時のリスク軽減と生物多様性の保護を目指します。地域経済の活性化: 地元

産の竹の子を使用したメンマ製造は、地元の農家の収入向上と地域経済の活性化に繋がります。質の高い製品: 栽培

から加工まで一貫して管理された高品質なメンマは、千葉県の新たな特産品として市場に提供されます。 
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今後の展望 

株式会社やますは、このプロジェクトを起点に、竹林の持続可能な管理と利用方法のモデルを今まで以上に確立

し、他地域への展開も視野に入れています。また、地元コミュニティとの連携を深め、お客様への体験も通して竹

林整備への理解を深めていただき、地域全体での環境意識の向上を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年参加いただいた方々は急な斜面で

の収穫も体験いただいた。 

大きくなった竹の子を収穫してメンマ

に加工します。 

 

今年度もお客様にも参加いただき体験

をしてもらう企画。 
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会社情報 株式会社やます 

1969 年（昭和 44 年）4 月に創業者・諏訪

廣勝により観光土産製造卸売業「諏訪商

店」として創業。2015 年（平成 27 年）6

月に「株式会社やます」を設立。「千葉の

美味しいを大切に」「何気ない日常を特別

に」をスローガンに掲げ、2020年（令和2

年）に創業 50周年を迎えた。 

http://www.yamasu.com/index.html 

■商品カタログはこちら 

http://www.yamasu.com/ebook/2022/?pNo=1 

 

■運営店舗一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関するお問合せ先＞ 

株式会社 やます 担当：柴崎 

TEL：0436-21-2637/FAX：0436-21-6543 

E-mail：shibasaki@yamasu.com 
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